
性TIによるものとは考えられない援雑な規則性が内在す

ることが知られているからである｡また意味に関連する

側面においても,ヒトの言語には,おそらく認知構造上

の制約に起因すると想像される強い制限が見出される.

たとえは.1つの単文 (英文法でいう節)には,｢行為

I-E･｣(A),｢道具｣(Ⅰ),｢行為の対象｣(0)などを表

別する句は,それぞれ1つずつしか生ずることができな

い (｢その男が (A)ピストルで (Ⅰ)女を (0)射っ

た｣は日払であるが,｢その男が (A)ピストルで (I)

抑九で (I)女 な (0)射った｣という文は許されな

い｡一見この制約の反例と思われるものは,十分に分析

すれば.反例ではないことが判明するであろう)｡ この

ような肘1約がチソバソジーの r言語｣の意味桝造にも発

見されうるか否かは,きわめて大きなポイソトであり,

PrcmaCk(1971a)はこれに肯定的な示唆を与えている

那,祉明は全くなされていない3)｡

放牧に.2匹捌こは考窮を行なう準備の全くない問題で

あるが.ホミニt/-シ望ソの過程に直接閑迎する点に-

fJふれておきたい｡生成文法の成果を踏まえて言語の生

物,:tu:約2ぷ出を約じているE.Lenneberg(1967)紘,およ

そ次のような相的な行なっている｡前述のように,ある

棚のトリにはヒトの言語の基本的な一面に対応する桝道

があり.またK.yonFrischの報告しているミツ':チの

｢tJu'bJもある忠妹ではヒトの言語に通じる側面を持つ

といえようoしかし,動物界に見られるこのような対応

税政は.トt),ミツバチ (あるいはイルカ)といったよ

うに.チソバソ･}-な除いて,ヒトとの系統発生的な閑

迎性に.何の粗相的関係-たとえば,系統発生的にヒト

に近いものほど.ヒトの冨語に近い ｢言語｣を持つとい

った-も見られないのである｡したがって,これらの種

の ｢<JiTliJからヒトの冒語との関係を諭じた談論は多く

の切令.あたかも自然界のなかにヒトの言語の何らかの

Wr汁に姐じるものな.手あたり次節に求めたにすぎない

という印奴をぬぐい切れないのである｡

このような指摘と,本稿に紹介したヒトの言語の基本

的な竹性とな考えるならは,ヒトの言語と他の動物のコ

ミAニケーシュl/体系との問には,いかに深い隔りがあ

るかが柿悠される｡Lennebergは,このことから,ヒト

が誕iLiするに至った進化の途上においては根本的な飛躍

があったであろうと述べている｡この飛躍がいかに大き

なものであったかを如突に物語るのがまさに言語の存在

であり.この意味において冒頭に掲げた命題は,生成文

法な主柱とする冒語学および心理言語学の立場から,十

3)Gardner大安とPremackの突放結果については,秤

招 (1972)に論じたので,御参照頂ければ率いであ

る｡

分に首肯されるように思われる｡
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実験的行動分析からのアプローチ

技野 俊夫 (京大 ･盟長研)

I.行動発生の二重構造

行動とは,自然環境の変動の中で,生物が生き続ける

ためにおこなう校々の営みであり,この行動が形成され

維持され,あるいは変容される過程,すなわち行動の発

生過程には二通りある｡

一つは,行動の系統発生と呼ばれるもので,自然淘汰

によって,種としての迫伝的な行動特性が変容される過
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程である｡すなわち,ある偶作は,その生物学的祝から,

迫伝の経托な迫り和る特性な受け跳ぎ.これらの ''制約

あるいは按助"のもとに現暁との交互作mなすすめてゆ

く,そして現晩の変動な来り越えることができたものだ

けが子孫を祝す.従って.環暁が迫伝的特性な迅択して

いるわけであり,行動の系統苑山 王,現暁と租の比布との

関係として記述されるべきものであり,この関係を "研

比布の随伴性"(contingenciesofsurvival)と呼ぶ｡ し

かしながら,この観点からの研究は極めて遅れている｡

動物の生得的な行動に関する研究は大丑にあるが,すべ

て本題をはずれてしまっている｡行動の系統発生につい

て.抑こ郎明すべきものは,ある行動あるいは特性が,

本館的か学習的かにあるのでも,本能的行動にあるので

もなく,紋窮された生得的な行動特性を,その砂 こ定着

せしめた過程と,そこに働いている生物界の法則性であ

る｡つまり,ミツバチのしりふりダソスによる伝達校刑

が解明されても,他の郡の行動の解明にはほとんど役立

たない{･あろうが,もしミツ'(チという唖がどのように

して,しりふり〆ソスなするようになったかが解明され

れば,おそらくいくつかの確生存の随伴性についての法

則が見出されるであろう｡

もうひとつの行動発出過程は,"行動の胴体苑吐"と呼

ばれる｡すなわち,ある個体の-世代内で生じる行動変

容の過程{･あるoこれについては,プ三に多くの研究が行

なわれてきたが,現時点において,唖を超えた一般性を

持ち,かつ科学的法則の名に伯するものは,パブロフの

条件反射形成に関する法f111と.スキナ～の "オペラソト

硫化の法fttJ"しかないようである｡バブpフによる犬の

条件づけ突放における唾液反射のようなある特定の環境

部象に対しては.必ず応答的に出現し,その現暁部象と

の結びつきの弧さが,その反応の戟皮{･あらわされるよ

うな行動は,応答的という意味あいからレスがソデソト

(respondent)と呼ばれるoあるt/スポソデソトを引き起

す環境事象と,そのレスポソデソトには無関係な環境部

象とを,時間的に接近させて提示する環境場面に,個体

を繰り返しさらすと,それまでは無関係であった環境部

象に対してもレスポソヂソトが出現するようになる｡こ

れがパブ｡フの条件反射形成の法則であり,行動分相 こ

おいては.レスポソデソト･Xt作づけと呼んでいるもので

あるot/スポソヂソトは冊に現暁に対して応答的である.

一九 偶作がiL:きている現枕の中には,ある行動が白苑●●
的に山現した田按に班-,T.･されることにより.その行動の

自発堺皮をrqめるようなラ棚卸J【象と,行動が白花したら,

除去されるか.もしくは提示が回避されることにより,

その行動の白花卿皮な苅める刺放叫包とがある｡このよ

うな.行動が山現してしまった後に起る現暁変化が,そ

の行動のそれ以後の出現率に形打力を持つことを"硫化"

(reinforcement)といい.その形坪力 (行動の出現率{･郡l

定)杏 "硫化力"という｡そして,その環境変化は "硫

化刺汲"と呼ばれる｡そして,硫化刺故が随伴されるこ

とによって.その山現捌皮が変わるような行動を "オペ

ラソト"と呼び.オペラソtlの出現頻度の変化と環境変

化とのnLqに成立している法則をオペラソト硫化の法則と

いい,まとめると約1謎…のようになる.すなわち,行動

節1衷

紋別者にとってのデータは,行動出現によって生じる環

境変化の状態 (刺故の捉77:･か,除去または回避か)と行動

出現率 (増加か減少か)であり,行動出現率の変化が観

測されれば,その行動はオペラソトであり,その環境変

化が正の教化刺激であるか,久の硫化刺政であるかが決

定される.ある現暁変化が11の敬化刺故になるか,免の

硫化刺故になるかは.先映的には決定しえないものであ

り,宍放牧作的に,すなわち行動悦刑データから決定す

べきものである.この法nllはハ ト,ネズミ,サル,ヒト

等の多くの砂 こよるプミ級的研究から樹立されたものであ

るが,いつでも枚征することができる｡物理学的法則に

｢自由落下の法ntl｣(物作の箔下距離は落下開始からの

時間の二乗に比例する)というのがあるが,この法則を

調べるには色々な力法がある｡たまたま何かが落下する

のを待って時間な計ったり.梢の上から石を落してみた

り,統制された突放現暁の中で椛密な測定器で測定して

みたりすることができる｡このどの方法を用いても検証

することができるが.より統制された環境下における精

皮のよい判定のjJ'が,落下物体に働いている物理的変数

な明らかにするのに役立つoすなわち,統制の不十分な

現暁の測定結果とのくい違いは,測定者が知らなかった

ような変数 (例えは,空気抵抗とか祝測者による測定誤

7T{とか,実は落下時に初速度が加えられていたとか)が

働いていたためであることがわかる.行動の科学を目指

す行動分析も,科学基礎諭においては物理学と何ら爽な

るところはない｡よく自然現暁における動物行動と実験

環境における動物行動とは穴なり,実験データから自然

状態での動物行動を解明することはできないといわれる

が,.行動分析のメイlソテーマは ｢生物はどのように行動
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しているのか 7｣といった行動の "表層構造"の記述で

はなく ｢生物はなぜそのように行動するのか7｣という

行動の"探層構造"の記述にあり,そのた桝 こは,行動出

現と環境変化の関係が精確に7レソジされているような

環境を作りあげておき,その環境の中で生物の行動がど

のように変化するかな調べることから出発する必要があ

るOそこで,まず 七̀ サ"という環境事象が行動出郷 こ

随伴するような環暁をアL,ソジしてみるOそして,行動

としてはできるだけ系統発生的にエサと関係を持ってい

ないような行動で,かつ行動の出現の検出が容易なもの

を選ぶ｡サルの研究ではレバー押しがよく用いられる｡

例えば,I/バーを押すと大豆が一粒エサ皿に出るような

現晩を人為的に作り,その中にサルを入れて放っておく

と,最初は偶然に,何か別の行動の途中に手がt/I:-に

ふれるといったような事でL/'1-が押し下げられ大豆が

出る｡このような状態が何回か くり返された後.かなり

突然にレバー押しの出現率が増大する｡つまり,1時間

に数回といった状態から1分間に数十回といった出現率

になり,この二つの定常状態の移行時問は長くても数十

秒である｡この行動は定義より,レ':一押しオペラソト

であり,大豆はこのサルに対して正の硫化刺故であった

といえる｡また.このようにしてオペラソトを形成した

後に,オペラソト山抑 こ対して毎回強化刺故を随伴させ

ち (即ち,強化する)のではなくて,たとえは何回かに

1回しか狐化したいように変える (即ち,環境の故化シ

ステムを変える)と,政初は出現率に乱れが生ずるが,

やがて安定した出現率のバターソな示すようになるoす

なわも,強化直後にしばらく休止期があり,レ/:-な押

し出すと強化までかなりの速さで押すといったバターソ

をかなり規則的にくり返す.このようなオペラソトiち対

するも化の仕方のことを"範化のスケ･11--ル"と呼び,

唖々のスケジ1-ルについて,ヒトも含む多くの種のデ

ータが収集され 唖を超えて共通の変化のバターソを示

すスケジュールが統々と明らかになってきており,それ

らは行動の個体発生に関する基本法則に入れられるべき

ものである｡

また,ある刺放,例えば背ラソブが点灯している時の

レバー押しは強化するが,赤ラソブ点灯中のレバー押し

は強化しないようにしておくと,脊ラップの時だけ押し

て,赤ラソプの時には押さなくなる｡すなわち,強化の機

会に一致するような環境変化が存在する場合には,その

現蛇変化があった時にだけオペラソトが出現するように

なり,この現境変化のことを"弁別刺激"(discriminative

stimulus)という｡このように生物が環境の中に弁別刺

汲む位相することによって.逆に窮境はオペラソトの自

苑な統制するようになり,この事を環境による刺激統制

(stimuluscontrol)というo この弁別刺激は,強化刺放

としての機能も持ち,他のオペラソトを硫化することが

できる.先にあげたサルの例でいえば,もう1本レ,,'-

をつけて,そのレバーを押すと背ラソプが点灯し,背ラ

ソプのもとでは以前のt/,(-を押すとユサが出るように

すると,新らしいレバーへのオペラソトが弁別刺故の提

蘇 (育ラソブ)により強化され形成される｡このように

弁別刺故は強化力を持つので,弁別刺激を仲介にしてオ

ペラソトの述銃を生じさせ,投雑な行動バターソな作り

出すような環境をアレソジすることもできる.動物園等

で動物に芸をしこむ時には,このオペラソト迎銃を利用

している｡この刺激統制に関しても,多くの種について

様々の祝,点からの研究がなされており,一連の基本法則

群が確立されつつある｡

このように,行動の個体発生のしくみは,弁別刺激-

オペラソトー強化刺激 という, 3つの主要変数の関係

で成立しており, この関係の ことを "教化の随伴性"

(contingenciesofreinforcement)という｡すなわち.個

体発生行動を直接支配しているのほ,硫化の随伴性であ

る. しかしながら, この範化の随伴性を構成する変数

は,その個体がさらされた過去の強化の随伴性と.迫伝

経路で受けついだ礎生存の随伴性の結果の制約を受け

る｡また,どのような反応塾がオペラソトになりうるか

は,道政神官及びその神経系の桝造を通じて系統苑生か

らの制約をうける｡たとえは,サルの苑戸行動はかなり

系統発生からの制約が強く,オペラソトな形成するのは

非常に困難であるが,ヒトの場合は系統苑iL的制約がき

わめて少なくなっており,容易にオペラソトな形成する

ことができるoまたどのような現境都銀が弧化刺政にな

りうるかも系統鬼生的制約をうける｡食物が強化刺政に

なりやすいのは飢放動因のためであるとよくいわれる

が,行動分析の立切からいうと,飢餓動囚は行動の原因

ではなく,個休のレベルで系統発生的制約の弘さを測定

するための鑓宜上の桝成概念である｡したがって,分析

的追求はそこでとどまらない｡｢なにが飢餓動因を引き

起すのか｣｢神経機構が 引き起す｣という解答は,すべ

ての行動の実践装置が神経依駒である以上常に正しい

が,｢食物に対する壇によって異なった感受性が生得的

eあるとすれば,それぞれの群暁に応じて.舛なった応

答性を作り上げたのは何か｣｢それは,唖生存の随伴性

によるものである｣. ここにおいて,その節囚な測定可

縫な (少なくとも理論的には)現暁の中に位旺づけるこ

とができる.ただし,最初にのべたように,租生存の随

伴性についての法則性を見出していく必要がある｡

また,個体発生的に行動が形成されるという特性を持

つこと自体も,系統発生の歴史を反映したものであり,

強化の随伴性による個体発生的行動が種の生存に形啓を

与え怒生存の随伴性を変え,退伝的特性が変り,それに
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よって硫化の随伴性も変り,偶作苑生的行動も変る.

1'このように,出物行動の起掛ま現暁との交TiL作IT]に

あり,その発生のしくみは.朝生77･の杜仲性による系統

苑iEと硫化の随伴性に上る偶作発生という二mの耶辺を

持っている｡"

このP耶かま.古外的には木伐行動と学習行動の関田と

してとらえられてきたが,ある行動を交配している変数

が全て比和的であったり.全て位相的であったりするこ

とは極めて締れであり,全ての個体行動はどのような系

統苑生的変数とどのような個体発生的変数が働いている

かを明らかにすることで記述されなければならない｡ま

た,本憶行動の研究者も学習行動の研究者もともに,そ

の原田を神経機桝の中に求める傾向があるが,神経横柄

という行動実践装匠は,硫化の随伴性及び胡生存の随伴

性の結果,即ち行動を通じて行なった現暁との交互作用

の結穴によって岱正されていくものであり,行動と神経

横柄とは.現暁と生物の交ITL作用を記述するためのそれ

ぞれ穴なった体系であるとみなした方がより実際的であ

る｡

また,社会現象というのは..他の個体という現暁変窮

が主要な統制変数になっている切合であり,租生存の仙

伴性,弧化の随伴性の枠からはずれたものではない｡

行動の科学は,表層桝造の記述ではなく,その裂即持

迫を作り出している変数の謁見,すなわち深田耶迫の記

述を目指さなければならない｡たとえば,人口Jl行動の袋

田m近な記述したものの好例は小説であるが.小説から

粒な超えた一般法fuを市出することはできないo

ⅠⅠ.行動面からみたヒト化の問題

この間屈については,まだ統制変数を固定するに十分

な染料がなく (皿的にではなく,質的に),喧々の行動

事実という袋田桝迫から推定するしかなく,その枚証は

今後の問題{･あるが,何が未知であるかな明確にするた

めに,あえて行動分析的立場からの推約を試みることに

する｡

表層耶迄でヒトと他の種を比較すると,明らかに違っ

ている｡特にこの二千年間約100世代ほどの交替のうち

に.その文化的爪t血 といわれるものは大変革を遂げてい

る｡そこ-C･まず,文化的創造といわれるものを個体行動

との凹迎のもとに旅現してみることにする｡まず,大き

くは物TI的爪迫と.分m.法机 思想等の非物質的 (冒

田的)爪凸とにわけることができるが,甘語苑生の論証

さえすれば,物TI的m辺と同校に扱えるので,物TI的爪

造についてのみ考がなすすめてゆく.この刑法はmlイ胡

生行動の主要変数との閃迎性から3つに分mできる｡

(1)弁別刺故の川辺 -･.･搾針校,地図,時汎紀卑称｡

(2)行動型を変容させより効率的なオペラソトを可脚こ

するような道具の創造･-･･恥 くわ,やり,弓矢等｡

(3)自然現暁の故化力で変容 させるような創造- ･･･表

札 住居.調理,茶物等.

以上は.仰榊こ思いついたものを串げただけであり,

実恥 こは各州造物何にもっと按介した主要変数との関連

性があり,かつそのような刑皿物も進化しているであろ

うから歴史的な焚動も陀述される必班があるが,本題か

らはずれるし,文化人机学的知見の行動分析的市柄戊に

なるので,現在の箔者の惰力を超えるものであり,この

点については.今後の祝屈としたい｡

他の唖においても.自然界に何かを爪り出す行動はあ

るが,それらは個体発生による行臥 すなわちオペラソ

トではなく,ほとんどが系統苑生駒に作られた行動のよ

うである (これを調べるには,その行動が教化の随伴性

によって変えられるかどうかという突放が必要である)o

よく人析学等では,芯典の使用がFi宏な点であるとされ

るが,単に使mするという行動なら,教化の随伴性さえ

うまくアレソzJすれば.チソバソジーに人工術皿を挽縦

させたり,二兆法の肝井なさせたり.紀号を使うオペラ

ソトを形成したりすることもできるので,ヒト特布のも

のとはいえない｡

ここにおいて.約1次の近似解が狩られたわけであ

ち.すなわち,ヒトのみが外界に物を創り出すという行

動を "胴体売出的''に作り出す特性を持っている｡しか

しながら,物な刑り出すという行動はかなり投椎なもの

であり,いくつかのオペラソト連鉄になっているはずで

ある｡先に述べたように,迎鍬 ま弁別刺取によって結合

される｡従って,迎飢な桝成している各オペラソトは,

"弁別刺故な作り出すオペラソド'ということになる｡

これが節2次の近似解である.この弁別刺激を作り出す

というオペラソトで,もっとも単純な行動型をもつもの

は,外界にしろしなつけるような行動であろう｡ヒト以

外の超の個体発生行動は,単にすでにある環境の中で弁

別行動を起すしかないが,ヒT･は外界にしるしなつける

ことによって,他の種にくらべて,弁別をはるかに容易

にしている｡しかも,しるLをつけることによって,長

時間の遅延行動も可能になる｡狩場-の道すじ忙しるL

をつけておけば,いつでも容易に到達できる｡このよう

に,しるしなつける行動は弁別行動を容易にし,遅延行

動も容易にするということで範化され,ますます校雑な

連鎖ができあがったのであろう｡しかも,この一皮外界

に創り出された弁別利敵は,他の個脚ことっても弁別刺

孜になりうるという公共性があると同時に,世代な超

えた公共性がある｡この爪り山された弁別刺故の体系こ

そ,次 が々文化的nIJ出物と呼んでいるものであり,しろ

しなつける汲,n<として非仰こ汎用性があるが故に,戟化

されることが多く.巨大な体系になったものがロすき体系

と呼んでいるものであろう○
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では,ヒトだけに弁別刺激を創り出すオペラソトを生

じさせているのは,いかなる強化の随伴性,種保存の随

伴性なのか｡これの記述が最終解であり,ヒトをヒトた

らしめている原因であるが, もはや推論の材料もない

し,推論すべき事柄でもなくデータのみが答えるもので

ある｡ただ強化の随伴性に関しては,次にあげる特殊な

強化邪象に関する突放的行動分析のデータが必要不可欠

であると.TLlわれる.

1. 班暁変化を見る (開く)ことの強化力｡

2. 見た (聞いた)ものと同じものを宙いて (発声し

て)それを見る (聞く)ことの強化カ｡

3. 辛.足,ロを動かすことの強化力｡

瓜後に.印度巾し述べておきたいことは,ヒトといえ

ども行加苑生の韮本法則からはずれるものではないこと

である｡

ニホンザルの性行動に見られる記号

榎本 知郎 (京大 ･理)

1. はじめに

私はエホソザルの性行動について,従来のように社会

学的なtuj湖として扱うのではなく,記号としての役割を

皿祝し,性行動を分析し,記述することを試みたo

調査は,土と野邦の志究高原に生息する志究A郡と,大

分P.tの榊 .V山のA.B,C郡を対象とした｡このうち後

捌 t,個体皿別が不十分であること,観光客の形皆が大

きいことなどから,性行動の分掛 こ補助的に利用するに

とどめた｡

志望呈A抑こおける出産は,過去8年間のデータによる

と,4JJ米から5月初めにど-クを形成する.和(1971)

に上ると,ニホソザルの妊娠期間は170-180日であるの

で,この郎JLでは11月のはじめに妊娠のど-クがあるも

のと予泡はれる｡調査はこのど-クにあたる1971年10月

29日から11月30日までの約1カ月間行なった｡

'dI･J立には もっぱらフィールドノートと双眼鏡を使用

し.行動とそれに関わるサルの位置関係,距離及び時間

を抄叫位まで記録した.また,表情と音声に関しては,

それぞれの要素に分け,各要素ごとに3-4段階にチェ

ックする7JJ法で記録した｡更に補助手段として 16mm

映画な以膨し,分析を加えた｡

私は性行劫を46に分煩した.ここではそのうちオスの

行山の小では殻も高頻度に出現する行動の1つである

hindquarters･displayに別して述べ,若干の考察を加えた

い0
2.11lndquarterB･di叩layとは

11iJld(luarterS･displayは9つの要素的行動からなって

おり,次のような経過をとる (Fig.1)｡

Fig.1 Hindquarters･display

(1)オスがメスの方を見る｡

(2)オスが "気額っだ'足どりでメスに接近する｡

(3)オスは頭を肩の高さまで下げ,ロなつき出す｡

(4)オスはメスの顔をのぞきこむ｡

(5)オスは1)ップ･スマッキソグなするo

(6)オスはメスの前で進行方向を変える｡

(1)オスはメスの方をふりかえりつつメスから歩いて錐

れる｡

(8)オスは前方を見つつメスから歩いて離れるo

(9)オスはじっと前方を見つつメスに性比を見せて立

つ○

(9)の段階でのオスとメスの間の距掛ま0-2m (Fig･

2a)で,オスとメスを結ぶ線とオスの作軸とのなす角皮

は 0-300(Fig.2b)である｡こういったことから,こ

の行動はオスが性皮をメスに示す行政であると冒えよ

う｡また,(9)に先立つ5つの要素的行動の出現率な見る

と,.)ッブ･スマッキソグを除いて,かなりの試率で出

現しており,これらの行動が一辺のものであることを示

している (Fig.3)0

3.1IindqtLarterS･diSplayと交尾との関係

- 82-


